
メールの送信ができたところで、次

に、メールの受信部の作成に入ります。

メールを受信するためのクラス

は、.NET Frameworkには用意されて

いません。そのためTCPで通信して

メールを受信するクラスを自分で作ら

なければなりません。

メールを受信するプロトコルとして

は、POP3とIMAP4がありますが、こ

こでは、実装が比較的簡単なPOP3を

扱います。

POP3は、RFC1939に記載されてい

ます。

POP3クライアントを作るためには、

まず、プロトコルの理解が必須です。

図1に、POP3におけるやりとりを示

します。まずは、この図を見ながら、

どのようなやりとりが必要なのかを説

明します。

なお、前稿でも触れたように、実際

のメールは、日本語の場合には、ISO-

2022 - JPで記述され、またさらに、

Quoted-PrintableやBase64でエンコー

ドされていることもあります。しかし

本稿では、話を簡単にするため、エン

コードは無視します。

エンコードについては、別稿でまと

めて説明することにし、本稿では、と

もかくメールを受信する機能までを実

装することにします。

コマンドの送信とその応答の基礎

POP3では、コマンドは1行で完結し

ます。用いられる改行コードは「CRLF」

です。

表1に、POP3で利用できるコマンド

を示します。

POP3のコマンドは、大文字と小文

字の区別はありません。

応答行

サーバーの応答は、「1行の場合」と

「複数行の場合」があります。
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いずれの場合にも、1行目は、「+OK」

か「-ERR」のいずれかで始まります。

・+OK

コマンドが成功したことを示します。

・-ERR

エラーであったことを示します。

「+OK」や「-ERR」に続き、ひとつ

空白が入って、その意味を示す文字列

や結果の値が続きます。

たとえば、

PASS＜パスワード＞

のように、PASSコマンドを使ってパス

ワードを送る場合、パスワードが正し

ければ、
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図1：POP3におけるメール受信の流れ

+OK Qpopper (version 4.0.8) at xxx.  <3710.1140039725@xxx>

USER yamada

+OK Password required for yamada.

PASS mypassword

+OK yamada has 2 visible messages (0 hidden) in 1284 octets.

LIST

+OK 2 visible messages (1284 octets)

1 641

2 643

.

RETR 1

+OK 641 octets

Return-Path: <xxxxxxxx@xxxxx.xxx>

Received: from [127.0.0.1] (localhost [127.0.0.1])

  by xxx.xxxxx.xxx (8.12.8/8.12.8) with SMTP id k1F7Gn0t025256

  for <yamada@xxxxx.xxx>; Wed, 15 Feb 2006 16:16:50 +0900

MIME-Version: 1.0

Date: Wed, 15 Feb 2006 16:16:48 +0900

Subject: =?ISO-2022-JP?B?GyRCJWEhPCVrJE4lRiU5JUgbKEI=?=

From: xxxxxxxx@xxxxx.xxx

To: yamada@xxxxx.xxx

Message-ID: <JI2006021516164811.19416890@xxxxx.xxx>

Content-Type: text/plain; charset=ISO-2022-JP

Content-Transfer-Encoding: 7bit

X-Mailer: JsvMail 6.5 (Shuriken Pro4 /R.2)

X-Priority: 3

X-UIDL: YOB"!~h,!!([O!!$#9!!

Status: RO

このメールはテストです。 

.

DELE 1

+OK Message 1 has been deleted.

RETR 2

+OK 643 octets

2通目のヘッダ（略） 

（空行） 

2通目の本文（略） 

.

DELE 2

+OK Message 2 has been deleted.

QUIT

+OK Pop server at pop.example.co.jp signing off.

①サーバーから 
　の応答 

②POP認証 
　（APOPの 
　場合は図2） 

③一覧取得 

④1通目取得 

⑤一通目削除 

⑥切断 

メールの数だけ 
④と⑤を繰り返す 

応答は、成功したら「+OK」、失敗したら「-ERR」 

最終行は「 . 」 

最終行は「 . 」 

「ヘッダ」と「ボディ」を分ける空行 

空白はヘッダの 
継続を示す 

STAT

LIST

RETR

DELE

NOOP

RSET

QUIT

表1：POP3のコマンド

メールの数とバイト数を得る

メールの一覧を得る

メールを受信する

メールを削除する

何もしない（タイムアウトによる
切断を避けるために定期的に送
信するなどの用途に使われる）

ステータスをログイン直後に戻す
（DELEで削除したメールが復帰
する）

切断する

コマンド 意味

USER

PASS

APOP

TOP

UIDL

以下はオプションなので、実装されていない
POP3サーバーも存在する

POP認証のユーザー名を指定する

POP認証のパスワードを指定する

APOP認証のユーザー名とMD5
文字列を指定する

RETRと同様にメールを受信す
るが、「ボディ部」を何行読み
取るのかを指定できる。ボディ
部を0行にすればヘッダ部だけ
を読める

それぞれのメールに割り当てら
れた固有の識別子（POP3サー
バーにログインするたびに変化
しないもの）を取得する

コマンド 意味




